
 

 記者発表資料（２）                      福 島 市  
 

令和３年１２月２２日 

 

新型コロナ感染症の第６波に備え、職員へ疫学調査の研修を 

実施します。 
 

 

福島市では今年８月、３６６名の方が感染し、陽性者と濃厚接触者等への聞き取り 

調査やＰＣＲ検査の日程調整等に時間を要した。 

この教訓からあらかじめ研修を受けた職員を疫学調査応援職員とし、感染状況に応じ 

保健所へ派遣する体制を整備しました。（総数１５６名） 

この度、疫学調査応援職員１５６名中、６０名の研修を第一弾として実施します。 

記 

 

１ 日  時 ： 令和３年１２月２４日（金）午前９時００分～正午 

 

２ 場  所 ： 福島市保健福祉センター ４階 第一保健指導室 

 

３ 内  容 

 （１）研修内容 

    ①保健所長講話              …………  ９：０５ 

        ②疫学調査について（目的、流れ、業務） 

    ③聞き取り調査の演習           ………… １１：１０頃 

 （２）対象者 市役所職員６０名 

  

４ その他  

（１）保健所体制の強化 

  ①感染を拡大させないため疫学調査業務にあたる職員を各部署より１５６名選抜。 

  ②事前研修を実施（第１弾として12/24に60名、その他、日程調整中） 

  ③感染の拡大状況にあわせ、この職員を保健所へ派遣し、疫学調査業務にあたる。 

 

※ 取材について ①所長講話及び③演習のみでお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

担当：保健総務課保健企画係 

   課長 本田、係長 菅野 

   電話024-597-8614（直通） 
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疫学調査応援職員の業務

濃厚接触者、接触者への対応
・電話連絡
・ＰＣＲ検査の日程調整
・調査状況の入力業務

保健師の業務

①陽性者への対応
・行動歴や症状の把握
・現場調査
・濃厚接触者や接触者と特定

②感染経路の把握

役割分担し、スピードアップ
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